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１ 明科中『総合的な学習の時間（プロジェクト型縦割り探究）』 

＜これまでの現状と課題＞ 

明科中では、これまで学年ごとの行事や体験活動（1 年：キャンプ、キャリア教育 2 年：

登山、職場体験、3 年：修学旅行・地域学習等）を軸に展開してきました。しかし、これら

単年度ごとの活動には以下の課題がありました。 

•学びの継続性：地域との関わりが単年度で途切れてしまい、深まりのある探究に結びつ

きにくい。小学校での学びが生かされない。 

•探究の質の差：自ら課題を見つけ、地域へ発信する学習が、主に 3 年生のみの展開に留

まっている。 

•個別最適な学び：学年単位の画一的な動きでは、生徒一人ひとりの多様な興味・関心に

応えきれない。 
 
＜縦割り探究導入のねらい＞ 

これらの課題を解決し、「ふるさと明科」での義務教育を終える子どもに期待する姿の一

つである「ふるさと明科の自然・歴史・文化・ひとを愛する 15 歳」を具現化するため、本

年度より学年の枠を超えた「プロジェクト型縦割り探究」を導入します。 

•継承と深化：３年間にわたって同一テーマや地域課題に取り組むことで、活動が単発で

終わらず、地域の方々との信頼関係も継続・深化していく。 

•異学年交流による相乗効果：学年を超えてグループを構成することで、多様な発想や手

法、価値観等が混ざり合い、創造的な対話が生まれる。 

•「好き･楽しい･なぜ」を原動力に：生徒の「追究したい」という内発的動機を最優先し、

学年の壁を取り払うことで、より柔軟で個別最適なプロジェクトの展開が可能となる。 
 
＜総合的な学習の時間 年間指導計画＞ 
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２ 明科中２学年『職場体験学習』  4 月 14（火）・15 日（水） 

 明科中２学年は、１年次の安曇野市キャリアフェスティバルで、「働くとは」ということ

について考える機会を持ちました。今回は、自分が選んだ地域事業所で、実際の仕事やそこ

で働く方と関わることを通して、礼儀やマナーを身につけると共に、働くことの意義を考え、

将来の進路選択に生かす職場体験を実施しました。生徒は、緊張しながらも、担当者の話を

しっかりと聞き、やるべきことに精一杯取り組んでいました。体験までに必要となる交渉や

当日に向けた必要事項の確認等も、全て生徒自ら進めました。 

お忙しい中、地域の中学生を快く受け入れてくださった事業所の皆様に感謝すると共に、

温かな思いが通い合う地域で学ぶよさを実感できた職場体験学習になりました。 

＜職場体験学習の様子から＞ ※生徒の希望で、３０以上の事業所が受け入れてくださいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
＜職場体験学習の振り返りから＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

すごく楽しく過ごさせていただきました。今日、特におどろいたのは「介護食」と「介護食器」です。利用

者さん一人一人のネームプレートに、その他のアレルギーや「トロミごはん」のかたさなどが書かれてい

ました。最初に全員同じものを作り、食が細い人の分はミキサーにかけてあって、工夫がほどこされてい

まいた。介護食器は、右半身がまひしている人の場合、左が平らになってつぶれており、右かべが高くな

っていて、左手だけで食べられるようになっているなど工夫がありました。それもネームプレートに「介護

食器（左）」と書いてあって、命をあずかる仕事は大変だなと実感しました。（社会福祉協議会あいりす） 

ほいく園の先生は、髪が長い人は髪を結んだり、子どもたちがやりたいと思えるように色々工夫してや

ってみたりしているところがすごいと思いました。子どもたちが静かにならないときは「アリさんの声で話そ

う！」とかいつでも楽しくいられるようにしていました。保護者の方から命を預かっているのもそうだし、子

どもの成長をよくしてくれている場所であるなと思いました。（明科南認定こども園） 


